
渋川地域コギク産地の
維持発展に向けて

計画年度：平成２７～２９年

中部農業事務所普及指導課



群馬県内に占める
渋川地区コギクの割合

中部管内（渋川

地区） 68

中部管内（渋川

地区除く） 40

中部

以外

77

農家数（185戸）

中部管内（渋川

地区） 802

中部管内（渋川

地区除く） 156

中部

以外

839

作付面積（1,797ａ）

中部管内（渋川

地区） 1,340 

中部管内（渋川

地区除く） 290 

中部

以外

1,812 

出荷量（3,442千本）

37％
44％ 39％

（平成２９年度群馬県花き生産状況調査）



課題設定の背景及び理由

◆渋川地域は県内最大のコギク産地であるが・・・・

•

◆市場からの信頼低下

◆価格の下落

◆生産者の高齢化による生産者数及び出荷量の減少

◆品質低下(病害虫の発生、ボリューム不足、選別不徹底等)

◆異常気象による開花のズレ・生理障害の発生

負の循環の懸念



主な推進課題と解決手法

１ 新規栽培者の掘り起こしと定着支援
ＪＡや地区農業指導センターと連携・継続的支援

２ 省力栽培技術の普及と病害虫防除の徹底
マルチの利用推進（かん水や除草作業の省力化）
防除作業の省力化検討
「渋川地区コギク情報」配布（病害虫防除に対して重点的に指導）

３ 市場評価の高いコギクの安定出荷
「小夏シリーズ」の安定出荷
「小夏の星」早期出荷

４ 検品強化による出荷品質向上
ＪＡと連携し、出荷目揃い会を開催
（出荷初期と盆・彼岸の需要期前）



到達目標(目標年次の姿)

目標項目 現状（Ｈ２６） 目標（Ｈ２９）

新規コギク栽培者 (名) ０ ３

コギク栽培面積 （ｈａ） ８ １０

Ａ品率向上 （％） ６０ ８０



活動経過及び結果

１ 新規栽培者の掘り起こしと定着支援
・各種会議で［秋冬野菜との複合経営］提案

・新規就農者向け基礎講座

・直売所出荷者対象栽培講習会

・新規に３名の生産者が

コギク栽培を開始

・重点指導

（育苗から出荷まで定期巡回）

産地支援会議の開催



省力栽培提案

マルチャー利用講習会

新規で５名導入

ＪＡ所有
マルチャー活用

問題点
①除草労力
②活着不安定
③生育中の潅水労力
④草丈不足

成 果
①除草労力軽減
②活着安定
③潅水労力軽減
④草丈伸長良

無マルチ栽培（慣行） マルチ栽培

２ 省力栽培技術の普及と病害虫防除の徹底



［渋川地区コギク情報］の定期発行

・今年の気象状況
・生育状況
・病害虫の発生傾向
・今後の管理ポイント

等

◆記載内容

・平成27年度： 計 12回
・ 28年度： 12回
・ 29年度： 11回

病害虫防除の徹底指導

作成したコギク情報

◆発行回数（ ４～10月
：育苗～収穫まで）

・普及(メール)→ＪＡ担当者(印刷）
→組合員役員→組合員
１～２日で全戸配布（配布スピード早）

◆配布方法



●キクの需要期とは････
東京盆：７月上旬出荷 お盆：７月下旬～８月上旬出荷

小夏の星 小夏の風 小夏の月

群馬県育成コギク品種「小夏シリーズ」の栽培が盛ん

３ 市場評価の高いコギクの安定出荷

しかし････

当地では、「小夏の星」の開花がお盆用には早すぎ、７月の東京盆
には間に合わず(需要期に出荷時期が合わない)

それならば････
現地にあった鍵挿しという開花前進技術が使えないか！

かぎさし



◆鍵挿し（現地呼称:ずりこみ）

切り下株の根の基部に発生する脇
芽を利用する方法。発根後、親株の基
部を付けて苗とするため、苗の生育が
早い（挿し芽苗より開花が早い）。

◆植物調整剤

植物に対する成長調整作用のある
薬剤のこと。キクでは開花時期を遅ら
せるために、開花抑制としてエテホン
剤（商品名:エスレル10）の利用あり。

切り下株

鍵挿し苗

赤丸の芽を取り
外して苗とする

一般的な挿し芽

かぎさ し

開花時期の調整技術



品 種 名 特徴
活用
技術

出荷時期

６月下旬 ７月上旬 ７月中旬 ７月下旬 ８月上旬 ８月中旬

草姿に優
れる。

調整作業
が省力的

鍵挿し苗
による開
花前進

草勢が旺
盛。

伸長性に
優れる

鍵挿し苗
による開
花前進

草姿に優
れる。

調整作業
が省力的

鍵挿し苗
による開
花前進

電照技術
による開
花調節

県育成品種コギク「小夏シリーズ」の
需要期に向けた安定出荷体系の確立

鍵挿し

季咲き

季咲き

季咲き

鍵挿し

鍵挿し

開花抑制

標高250ｍ前後では、
需要期に合わない。

小夏の月

小夏の風

小夏の星

キクの需要期 東京盆 (７月)向け ８月盆 向け

電照



平成２４年以前：検品体制弱い・目揃え会不十分

平成２５年以降：検品強化

・目揃え会：出荷開始初期と盆・彼岸の需要期前

・担当による検品：品質劣る物は格下げもしくは返品(出荷停止)

・出荷品質調査結果の生産者へのフィードバック

生産者の意識統一

出荷目揃え会

４ 検品強化による出荷品質向上



取り組み実績

目標項目
基準年
Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

実績
Ｈ２９

新規コギク栽培者(名) ０ ０ １ ３

コギク栽培面積 （ｈａ）
８．０ ８．２ ８．０ ８．０

新規栽培者３名確保！



コギクの販売実績
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単価(円） Ａ品率（％）

検品強化の取り組みによりA品率８３％へ向上！

産地の信用度高まる



残された課題と今後の対応
１ 省力、良品安定生産の推進
・マルチ栽培推進

（JAマルチャー利用）

・病害虫防除の徹底

（定植前からの防除徹底、

気象条件を元にした発生予想と初期防除）

２ 出荷品質向上、契約販売の拡大
・出荷規格徹底（特に病害虫）、検品体制の強化

・鮮度保持（萎れ）対策の実施（出荷調製作業の見直し）

・JA保冷庫の積極的活用・運用

３ 新規栽培者の確保
・地区指導センターへ相談のある就農希望者へのコギク紹介

・秋冬野菜との複合経営推進（ホウレンソウ、ブロッコリー等）


